
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ケアコンテスト 2026概要 

  （動画/エピソード部門） 

「学生チーム（高校・介護福祉士養成校の学生）」と「福祉職員チーム」の２区分で動画を募集しました。 

動画

内容 

（学生チーム）「課題事例」に基づき、介護を要する人が笑顔で生活できるような支援を表現 

（福祉職員チーム）介護職が中心となって、介護や生活支援を要する人の夢や想いを実現す

るため、その人らしい将来の姿を予測した自立につながる介護のエピソードを表現 

（写真部門） 

参加形式・条件を問わず、撮影者が感じた「福祉の仕事の魅力が伝わる」写真を募集しました。 

写真

内容 
福祉・介護の現場スタッフと利用者（児童）等が関わり「福祉の仕事の魅力」が伝わる写真 

受賞チームの作品は、本日、ホームページ（https://www.nsyakyo.or.jp/）で公開します。 

２ 受賞者数（詳細は別紙受賞作品一覧をご覧ください。） 

賞の種類 
動画/エピソード部門 

（学生チーム） 

動画/エピソード部門 

（福祉職員チーム） 
写真部門 

最優秀賞 １点 １点 １点 

優秀賞 ５点 ４点 ４点 

特別審査員賞 ４点 １点 １点 

３ 表彰式  ※信州ふっころフェスティバル 2026のプログラム内で行います。 

日にち 予定時間 会場 

令和 8年 11月 14日(土) 13：00 ～ 15：00 
ちくほく Jumble・ユニバーサルカレッジ

（東筑摩郡筑北村坂北 2267） 

４ 主催 

長野県、長野県介護福祉士会、長野県社会福祉法人経営者協議会 

長野県介護福祉士養成施設連絡会、長野県社会福祉協議会 

 

 

 

介護の仕事を目指す学生や、現場で働く介護職員が、利用者の望む暮らしの実現に向けて介護技術を競い合

う「介護技術コンテスト」（愛称：ケアコン）を、令和２年度から開催しています。 

このコンテストでは、技術の向上を図るとともに、県民の皆様に介護の魅力を伝え、「介護の仕事」への理解を

深めていただくことを目的としており、今年度は応募のあった動画/エピソード部門 46チーム、写真部門 64

作品から、受賞チーム等を決定しました。 

11月 14日（土）に開催する信州ふっころフェスティバル 2026にて、表彰式を行います。 

 

ケアコンテスト 2026の受賞チームが決定しました 
 

長野県（健康福祉部）プレスリリース 令和８年（2026年） 11月 11 日 

（事業全体に関する問合せ先） 

担 当 介護支援課介護人材係 

 山﨑 

電 話 026-235-7111（直通） 

    026-232-0111（代表）内線 2436 

E-mail:kaigo-jinzai@pref.nagano.lg.jp 
信州福祉事業所認証・評価制度 

認証マーク 

「11月 11日は介護の日」 
国では、“高齢者等に対する介護に関し、国民への啓発を重点的に実施するための日”として、「11月11日」

を「介護の日」と定めています。「いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう」を念頭に、「いい日、いい日」
にかけた、親しみやすい語呂合わせとされたものです。 
(信州ふっころフェスティバル 2026は「介護の日」にあわせて開催する、県民の皆様に福祉・介護の魅力を発信するイベントです。) 

 

 
（コンテストの内容・表彰式についての問合せ先） 

担 当 社会福祉法人長野県社会福祉協議会 

福祉人材センター 

      福澤、山﨑 

電 話 026-226-7330 

E-mail：jinzai@nsyakyo.or.jp 


